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地域おこし協力隊事業
円4844880万0万万円

あるこしにに地地域域おおこしにに意意欲の欲ののあある
け入れ、住民を都都市住市住住民を民をを受受け入け入入れれ、
を・ 。・定住定住・定定着着をを図る図る。る。

農村型コンパクトシティ
検討事業
00万円55000万0万万円

0年後の330年0年年後後のの竜竜王王町の町の
グランドデザインを作ググラランドドデデザイザインンを作を作成作成

田園資料館施設改修工事
1,800万円1,,88000万0万万円

まるごと「スキヤキ」プロジェクトによままるごとごと「「スキスキヤキヤキヤキキ」ププロロジェジェェクトトによによるよる
としてリニューアル情情報報発発信信基基地と地としてしてリニニューューアーアアル

スー・セー・マリー市友好
親善使節団派遣事業

651万円66551万万円
前前回の回のの派派遣で遣で
ー・マリー市に石碑をセー・セスー・セー・マリー市にリスースー・セーセー・マリーー市市にに石石碑を碑をを寄寄贈

本年度の
　主な事業

近江うし丸

市制350周年を迎える同市
を訪ねて交流を深めるよ。
本町とは、40年以上の交流
があるんだ。

平成30年度一般会計総額　55億2,300万円　対前年度比1.1％減町 税
　30億8,639万円　対前年度比12.5％増　景気の回復を反映　法人税割243.1％増基本方針（２本柱）　（１）活力あるまち創り　（２）安心して暮らし続けられるまち創り

平成30

創り
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弓削在住　杉
すぎ

本
もと

一
かず

也
や

さん

　免許証の返納などによ
り車が運転できない人が
増加しています。買い物
や医院、役場などに誰も
が行ける方法の一つとし
て、例えば、小型バスで
各自治会を１時間間隔で
運行ができるシステムが
できれば助かります。

林在住　川
かわ

部
べ

由
ゆ

紀
き

子
こ

さん

　誰もが願うところは、
「健康で最期まで元気でい
たい」。
　そのために、自らでき
ることをするのはもちろ
んですが、たとえ病気や
認知症になっても、自分
の居場所や役割を持って
元気に安心して生活する
ことができる竜王町であ
ってほしいと思います。

平成30年度　新風に期待

公共交通利用促進
社会実験事業
1,110万円1,1,110万0万万円

バス通学定期補助・夜間特別便の路路線バ線バスバスス通学通学学定定期期補補助・夜夜間間特特別別便の便の
行を行う。 社会運運行行をを行行う。（（社会社会会実実験験）

健康ベジ７(セブン)
チャレンジ事業

87万円88787万7万万円
・高血圧などの予防を糖糖尿尿病・高高血血圧圧などなどのどの予の予予防を防を

して健康寿命の延伸をめざす。通してしてて健健康康寿命寿命命のの延伸延伸伸ををめめざざす。す。
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員でチェック!!

Q

予
算
が
拡
大
さ
れ
て

い
る
理
由
は
。

A

平
成
29
年
10
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
、
事
業

（
小
学
生
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
の
無
償

化
）
を
年
間
を
通
じ
て
継

続
す
る
た
め
で
あ
る
。

Q

要
望
活
動
強
化
事
業
は
、
何

を
ど
の
よ
う
に
強
化
す
る
の
か
。

A

日
野
川
沿
川
住
民
の
生
活

の
安
全
を
確
保
し
、
災
害
防
止

に
万
全
を
期
す
た
め
日
野
川
の

抜
本
的
改
修
に
対
す
る
要
望
活

動
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
産
業
経
済
の
発
展
を

目
的
と
し
て
イ
ン
タ
ー
周
辺
整

備
と
道
の
駅
拡
充
等
の
早
期
実

現
に
向
け
、
国
、
県
へ
の
要
望

活
動
を
強
化
す
る
。

Q

今
年
度
は
、
ど

の
よ
う
に
拡
大
展

開
し
て
い
く
の
か
。

A

「
近
江
牛
」
を

基
軸
に
、ま
ち
の
特

産
品
や
歴
史
、
文

化
な
ど
の
地
域
資

源
を
「
ス
キ
ヤ

キ
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
総
結
集

さ
せ
、
近
江
牛
に

と
ど
ま
ら
な
い
、

ま
ち
の
魅
力
を
よ

り
多
く
の
方
に
参

画
い
た
だ
き
な
が

ら
発
信
す
る
。

Q

地
域
福
祉
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
事
業
を
拡
大

し
て
い
く
の
か
。

A

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
よ
る

地
域
丸
ご
と
支
え
合
い
仕

組
み
づ
く
り
を
拡
大
し
て

い
く
。

一 般 会 計

小中学生
医療費
無償化事業
2,775万円

竜王近江牛等特産品発信事業　　
2,400万円

地域福祉
コーディネーター
配置事業
381万円

日野川改修促進等
国県事業要望強化事業

237万円

『活力』・『安心』をキーワードに予算編成
・ 公共交通利用促進事業、防災情報通信設備整備事業
等に１億7,700万円の増額予算

主な新規および拡大事業主な新規および拡大事業

Q

防
災
行
政
無
線
の
整
備

は
、
ど
の
様
に
進
め
る
の
か
。

A

防
災
行
政
無
線
の
整
備

は
、
平
成
30
年
度
で
実
施
設

計
を
行
い
、
平
成
31
年
度
か

ら
工
事
発
注
が
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
る
。

防災情報
通信設備整備事業

1,000万円

新

拡

拡

拡

拡

古川橋（近江八幡市）から上流方面を見る

（注）　　　 …平成30年度新たに取り組む事業　　　　　 …継続事業の拡大を図る事業新 　拡
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議論白熱議員全 平成30年度予算

特 別 会 計

介護保険
9億1,550万円　対前年度比5.5％増

国民健康保険事業
（事業勘定）
20億4,690万円

対前年度比52.8％増

国民健康保険事業（施設勘定）

医　科
770万円　対前年度比6.1％減

歯　科
5,450万円 対前年度比2.1％増

医
科
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
３
年

間
、
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
る
管
理
運
営
を
行

い
、
地
域
医
療
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

Q

こ
の
３
年
間
で
、

今
後
の
医
科
診
療
所
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

る
と
い
う
こ
と
か
。

A

施
設
整
備
は
３
年

間
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
む
。
新

た
な
施
設
で
あ
っ
て
も
、

公
設
民
営
で
指
定
管
理

者
制
度
を
基
本
に
考
え

て
い
る
。

歯
科
保
健
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、

予
防
啓
発
に
努
め
、

外
来
診
療
と
予
防

な
ら
び
に
早
期
治

療
に
取
り
組
み
ま

す
。

Q

診
療
報
酬
収

入
の
傾
向
は
。

A

年
度
に
よ
り

変
動
が
あ
る
。
要

因
と
し
て
は
診
療

時
間
帯
に
よ
り
、

他
の
診
療
所
で
治

療
さ
れ
て
い
る
た

め
と
考
え
て
い
る
。

今
般
、
改
訂
を
行
っ
た
竜
王
町

介
護
保
険
事
業
計
画
の
サ
ー
ビ
ス

見
込
み
量
か
ら
算
定
し
た
給
付
費
、

お
よ
び
事
業
費
の
積
算
を
行
っ
た

結
果
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

Q

第
７
期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
等
の
地
域
支
援
事
業
の
拡
充

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A

第
７
期
の
計
画
策
定
の
過
程

で
、
高
齢
者
実
態
調
査
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

拡
充
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
ご

意
見
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
現
行

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
。

平
成
30
年
度
は

国
保
制
度
改
革
初

年
度
で
あ
り
、
財
政

構
造
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
等
が
影

響
し
、
大
幅
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

Q

歳
出
で
保
険
給

付
費
が
16
億
７
千

万
円
と
あ
る
が
、
昨

年
度
と
比
較
し
て

大
幅
に
増
額
さ
れ

て
い
る
。
要
因
は

何
か
。

A

高
額
医
療
給
付

に
備
え
て
１
年
分

を
見
込
ん
で
い
る

も
の
で
あ
る
。
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補 正 予 算

法人町民税、大幅増＜9億2,920万円＞

平成30年 第１回 臨時会（平成30年1月30日）

今回の補正予算は、昨年発生した台風21号
による災害復旧事業に要する事業費が主な内
容です。採決の結果、全員賛成で可決しました。

平成29年度一般会計補正予算
《歳出の主なもの》
・災害廃棄物処理事業 1,881万円
・農業用施設災害復旧事業 2,670万円

平成29年度一般会計補正予算は、歳入歳出とも9億
2,093万円を追加し、予算総額71億2,570万円となりま
した。

問 若者交竜コーディネーター事業委託
料が減額されているが、RSNSの活
動内容と来年度以降の方向性は。

答 今年度は、PRとメンバー募集に取
り組んだ。今は、RSNSを中心にイ
ベントを開催する状態ではない。
今後は、青年団活動との連携を考
えていく。

財政調整基金って？
　町税などの減少や将来の施設
整備のために、あらかじめ貯め
ておくお金だよ。

○歳出の主なもの
・財政調整基金積立金　　　7億1,808万円（積立）
・滋賀竜王工業団地
維持管理基金積立金　　　2億円（積立）
・若者交竜コーディネーター
事業委託料　　　　　　　170万円（減額）

妹背の里でのイルミネーション活動

集落に流入した災害廃棄物 災害廃棄物の収集運搬の状況

6りゅうおう
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平成30年度からスタート!!
～自ら気づき、自ら支え合う共生のまちづくりをめざして～

　これまでの自治会への助成金は、主に物を買うか施設の修理をするかに使われていました。平成29
年度末で助成事業が終了することに伴い、様々な世代が笑顔で暮らし続けられる地域共生社会の実現を
目指して新たに統合型交付金が創設されます。

未来につなぐまちづくり交付金

① ３年間における自治会のまちづくり方針を
明確にする。

② 自治会を対象とした助成金を統合するため、
手続きが簡略化される。

③ 「特別加算事業」を創設し、活力加算で共
生のまちづくりを加速化する。

④ 自治会活動の拠点整備として、共有備品の
整備および公民館等の修繕にかかる経費を
２分の１助成する。

問 ３年間の交付金限度額を自治会ごと
に設定されているが、３年間で均等
に使用しなければならないのか。

答 交付金の要件として、毎年度、限度
額の１割以上を地域共生まちづくり
活動に使っていただくことになって
いる。このため、限度額から同活動
の配分枠を除いた残金については、
３年間でどのように配分されるかは
任意である。

総務産業建設常任委員会

れま の自治

改正点

子育て支援の様子
～みんなで食べるカレーライスは

美味しいね～

みんなでつながる
顔の見える関係を!!

こんな
事業に使えます!!

おたっしゃ教室

7 りゅうおう
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生涯学習課ってどんなことしてるの?

介護保険事業関係の内容報
告

問 スポーツクライミングは、どのような方
法で普及していくのか。

答 子ども向けには両小学校にスポーツクラ
イミング用の壁を設置して体験してもら
いたいと考えている。町民向けには、体
験講座を予定している。

教育民生常任委員会

社会教育…
家庭教育の充実を図る啓発、青少年活動の支
援および青少年健全育成の推進、社会教育関
係団体活動支援など

文化財…
保存活動の推進、地域の歴史に親しむ機会の
提供など

人権教育…
人権尊重のまちづくりの推進、学校園、地域、
行政の緊密な連携による啓発など

社会体育…
町民の健康体力向上に向けたスポーツ活動の
展開、運動習慣の定着に向けたラジオ体操、
ウォーキングの普及など

　平成30年度から平成32年度（第7期）までの第1号被保険者（65歳以上）の介護保険料が

5,900円（基準月額）に改定!!
　介護保険制度を持続可能なものとし、適正な介護サービスが受けられるよう財政運営を行い、
地域で安心して暮らすことのできるまちづくりを目指します。

健康寿命の延伸を目指して

「めざましON野菜～de減
へるしお

塩～」

・生きがいを持った暮らしの実現
　公民館での園芸教室や折り紙講座をはじ
めとする高齢者自身の主体的な活動や、町
内３ヶ所の介護予防拠点施設（ふれあいプ
ラザ）において実施している生涯現役事業
を通じて活動機会の創出を行います。

・自立生活を支える支援の充実
介護に関することをはじめ、高齢者が生

活する上での困り事について地域包括支援
センターが窓口になって対応をします。

野菜350g摂取
塩分7g未満  

 エイッ!

ボルダリングをする子ども達

8りゅうおう
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第41回町議会広報研修会 全国コンクール 表紙写真賞研
修

報
告

議会広報特別委員会

八日市布引ライフ組合

斎苑施設の本体工事、12月完成に向け建設中
平成30年2月27日、八日市布引ライフ組

合議会定例会が開催され、平成30年度一般
会計予算が全員賛成で可決されました。
予算総額は12億8,282万円、うち斎苑施

設の本体工事費は7億5,151万円です。

施設整備に伴う本町の負担分は
6,286万円

1市2町の中での本町の負担割合は

第32回町村議会広報全国コンクールで「表紙
写真賞銅賞」を受賞しました。

平成30年3月26日、彦根市でグラフィックデ
ザイナー　長岡光弘氏から「広報紙の編集ポイン
ト」をテーマに、研修を受けました。
また、議会だよりのクリニックを受け、具体的

な編集の改善点を指摘いただきました。

視察受け入れ
①1月25日　兵庫県稲美町議会広報編集特別委員会
②　  同日　蒲生郡日野町議会
③5月 8日　岡山県津山市議会広報調査特別委員会（予定）

一部事務組合とは
　単独の市町で事業を行うよりも、複数の市町が共同で処理したほうが効果的な
業務ができるため設置されています。

研修中の町議員

一部事務
組　合
の動き

8.2％

施設整備が進む様子
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３月定例会では10議員が
 20問の一般質問を行いました。
３月定例会では10議員員がががががが

町政
　 ここを う！

一般質問って？
町の行政全般について
議員が町長をはじめとして
担当部局に疑問点を質したり、
見解などを尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

そうだ!! 傍聴に行こう！

次回の一般質問は６月15日㈮予定

議会ではどんな政策が審議されているか、あるいは自分
が選んだ議員がどのような活動をしているかなど、傍聴
は議会の動きに触れることのできる身近な方法です。
議会事務局（☎58-3713）にお問い合わせ下さい。

ペ
ー
ジ 質 問 者 質　　問　　事　　項

11 山田　義明
ふるさと納税寄附金の増加への取り組みは
町公民館の民間活用は

12 森山　敏夫
竜王町の魅力発信は
重点施策プロジェクトの見える化は

13 内山　英作

平成29年台風被害のその後は
具体的な人口減少対策は　※
地域共生社会の実現に向けて　※
平均寿命・日本一で県と町のPRを

14
菱田　三男 町道東西線の県道への昇格は
古株　克彦 スポーツ振興と施設の管理は

15 貴多　正幸
町内における道路等の整備は

財政の今後は

16 森島　芳男
IBMグラウンド跡地のその後の進捗は
教職員の働きやすい職場づくりとは

17 若井　猛志
国民健康保険税の改正は
竜王農業の展望は
介護報酬の見直しで介護体制は充実するのか ※

18 小西　久次
子育て支援の拡充により人口増加を
まちづくり計画と実施計画との整合性は

19 岡山　富男 学校現場での業務改善加速事業とは
※ 紙面の都合上、掲
載しておりません。
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答

寄
附
金
の
減
少
の
主

な
要
因
は
、
自
治
体
間
で
の

競
合
の
激
化
が
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
他
の
要
因
と
し
て
広
告

問

平
成
27
年
度
よ
り

本
格
的
に
取
り
組
ん
だ

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

は
、
28
年
度
は
順
調
に
増

加
し
た
が
、
29
年
度
は
前

年
度
の
２
分
の
１
程
度

と
な
っ
た
。

こ
れ
に
は
何
か
問
題

点
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ

の
課
題
と
対
策
は
ど
う

す
る
の
か
。

ふるさと納税寄附金の増加
への取り組みは

問

謝礼品の新規開拓やリピーター確保に取り組む答

問

町
公
民
館
は
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
の
中
核
施
設
と

し
て
、
ま
た
、
商
業
施
設

が
隣
接
す
る
こ
と
で
利
便

性
が
向
上
し
、
活
発
な
活

動
を
さ
れ
て
い
る
。

更
な
る
活
動
の
向
上
と

利
用
者
の
増
加
を
目
指
す

た
め
新
た
な
取
組
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
民
間
企
業
を
利
用

し
た
教
育
・
生
涯
学
習
の

貸
館
は
で
き
な
い
の
か
。

答

公
民
館
の
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
の
民
間
活
用
は
、

社
会
教
育
法
に
規
定
さ
れ
て

お
り
、
制
限
が
あ
る
。
し
か

し
、
特
定
事
業
者
の
み
の
優

遇
を
避
け
、
公
共
性
が
認
め

ら
れ
る
場
合
に
限
り
活
用
は

可
能
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
前
提
に
貸
館

対
応
を
検
討
す
る
。

問答

町
公
民
館
の
民
間
活
用
は

法
の
範
囲
内
で
貸
館
を
検
討

宣
伝
の
不
足
、
謝
礼
品
の
魅

せ
方
、
新
規
謝
礼
品
の
開
発

や
新
し
い
協
力
事
業
者
の
発

掘
な
ど
不
十
分
な
点
が
あ
る
。

今
後
は
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
新
規
追
加
、
P
R
や
新

た
な
謝
礼
品
の
開
拓
を
行
う

体
制
の
充
実
、
協
力
事
業
者

と
連
携
を
密
に
し
、
体
験
を

取
り
入
れ
本
町
に
訪
れ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
謝
礼
品
の
充

実
や
新
規
開
拓
を
す
る
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り

リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
を
行
う
。

　山田　義明 議員

公民館活動の様子

竜王町　ふるさと詳しくは、 で検索！で
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森山　敏夫 議員　

問
竜
王
町
の
魅
力
発
信
は

答
首
都
圏
で
の
情
報
発
信
と

来
町
者
へ
の
P
R
を
行
う

重点施策プロジェクトの見える化は問

効果的な情報提供・情報発信に努める答

問

昨
年
10
月
末
に
東
京

日
本
橋
に
オ
ー
プ
ン
し
た

滋
賀
県
初
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
「
こ
こ
滋
賀
」
は
、

滋
賀
の
魅
力
を
国
内
外
の

観
光
客
へ
P
R
す
る
こ
と

を
目
的
に
新
設
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
る
。

本
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て

竜
王
町
の
魅
力
を
ど
の
様

に
発
信
し
て
い
る
の
か
。

問

昨
年
４
月
に
発
足

し
た
各
重
点
施
策
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
関
し
て
、
そ
の

進
捗
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
見

え
て
こ
な
い
。
民
間
で
は
、

ガ
ラ
ス
張
り
の
経
営
を
推

進
し
て
い
る
企
業
も
あ
る

が
、
行
政
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
の
で
は
な
い
か
、

見
解
は
。

答
「
こ
こ
滋
賀
」
で
、
竜

王
町
・
究
極
の
食
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
食
を
通

じ
て
竜
王
町
の
魅
力
を
発
信

し
た
。
竜
王
町
の
魅
力
発
信

は
、
首
都
圏
で
の
発
信
に
加

え
、
来
町
者
の
受
入
態
勢
や

住
民
意
識
の
醸
成
も
大
変
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。

年
間
6
0
0
万
人
を
超
え

答

重
点
施
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
項
目
は
、
平
成
29
年
２
月

の
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
示
し

た
「
活
力
あ
る
ま
ち
創
り
」

る
来
町
者
へ
の
魅
力
発
信
を

ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
「
安
心
の
ま
ち
創
り
」
の

施
策
に
集
約
さ
れ
る
。
進
捗

状
況
の
開
示
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
内
容
や
時
期
を
十
分

検
討
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
、
定
例
記
者
会
見
や

関
係
団
体
の
広
報
媒
体
で
の

公
表
を
検
討
し
た
い
。

町
の
現
状
や
課
題
を
共
通

認
識
し
課
題
解
決
に
向
け
て

行
政
と
住
民
が
知
恵
を
出
し

合
う
た
め
に
も
情
報
共
有
は

不
可
欠
と
認
識
し
て
い
る
。

効
果
的
な
情
報
提
供
・
情
報

発
信
に
努
め
る
。

と
農
業
支
援
の
二
つ
の
面
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

滋賀県が首都圏情報発信拠点として開設した「ここ滋賀」

プロジェクトの１つである防災情報システムの構築に向けた電波調査
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問

議
会
で
は
昨
年
12
月

に
、
弓
削
地
区
か
ら
の
請

願
に
基
づ
き
国
・
県
に
対

し
て
意
見
書
を
提
出
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
書
に
対
す

る
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

問

厚
生
労
働
省
は
、
平

成
27
年
の
都
道
府
県
別
の

平
均
寿
命
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
男
性
は
、

81
．78
歳
で
ト
ッ
プ
、
女

性
は
87
．57
歳
で
第
４
位

で
あ
っ
た
。
そ
の
要
因
は

何
か
。

次
に
、
滋
賀
県
と
連
携

し
て
、
男
性
の
平
均
寿
命

日
本
一
を
全
国
に
P
R
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答

決
壊
箇
所
の
本
復
旧
に

つ
い
て
は
、
３
月
末
か
ら
４

月
に
か
け
て
工
事
が
着
工
さ

れ
、
５
月
末
に
は
完
了
予
定

で
あ
る
。

ま
た
、
決
壊
し
た
新
川
の

抜
本
的
な
治
水
対
策
に
つ

内山　英作 議員

問

問

答

答

平均寿命・日本一で県と町のPRを

平成29年台風被害のその後は

復旧工事完了は５月末をメド

い
て
は
、
県
議
会
に
お
い
て

「
災
害
復
旧
区
間
以
外
に
つ

い
て
も
順
次
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。
町
と
し
て
も
、

早
急
に
治
水
対
策
に
取
り
組

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
く
。

次
に
、
油
流
出
被
害
に
対

し
て
は
、
今
後
も
農
業
を
引

き
続
き
維
持
継
続
さ
れ
、
町

の
農
業
振
興
に
寄
与
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
町
見
舞

金
の
支
給
を
弓
削
自
治
会
に

行
う
。

答

要
因
に
つ
い
て
は
、
食

塩
摂
取
率
や
喫
煙
率
の
低
さ

な
ど
、
生
活
習
慣
予
防
に
良

い
習
慣
や
行
動
が
滋
賀
県
民

に
広
が
っ
て
い
る
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
平
成
22
年
度
の

本
町
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

80
．45
歳
で
県
内
13
位
、
女

性
84
．45
歳
で
12
位
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
P
R
に

つ
い
て
は
、
本
町
で
は
平
均

寿
命
が
男
女
と
も
高
く
な
い

た
め
、ま
ず
は
、現
状
の
改
善

を
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

都道府県別平均寿命（ベスト５）

男　性 女　性

全国
平均 80.77 87.01

１ 滋賀県 81.78 長野県 87.675

２ 長野県 81.75 岡山県 87.673

３ 京都府 81.40 島根県 87.64

４ 奈良県 81.36 滋賀県 87.57

５ 神奈川県 81.32 福井県 87.54
平成29年12月13日厚生労働省発表

災害復旧予定地（新川の決壊箇所・大型土のうで応急復旧）
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菱田　三男 議員　

問

①
鵜
川
地
先
の
神
部

橋
付
近
斜
路
の
改
善
。

②
町
道
東
西
線
の
県
道
へ

の
昇
格
。

③
町
道
山
面
鏡
西
線
の
進

捗
。

以
上
の
３
路
線
の
経
過

と
対
応
を
伺
う
。

問

①
2
0
2
4
年
の
滋

賀
国
体
に
竜
王
町
で
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
競
技
開
催
が
内
定
し

た
。
総
合
運
動
公
園
内

の
同
施
設
の
利
用
状
況

お
よ
び
学
校
の
授
業
に

取
組
む
な
ど
町
を
あ
げ

て
の
競
技
に
す
る
の
か
。

②
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
ッ
ト
の
屋

根
の
雨
漏
り
、
音
響
設

備
の
修
繕
計
画
は
。

③
竜
王
西
小
学
校
の
体
育

館
の
補
修
計
画
の
そ
の

後
は
。

答

①
神
部
橋
付
近
斜
路
の

拡
幅
を
警
察
と
協
議
し
た

結
果
、
今
以
上
の
交
通
事

故
が
起
こ
り
や
す
く
な
る

旨
の
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

問

答

町道東西線の県道への昇格は
関係機関と連携して要望していく

今
後
も
状
況
把
握
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
た
交
通
安
全

対
策
に
努
め
る
。

②
町
道
東
西
線
の
県
道
へ
の

昇
格
は
、
継
続
し
て
滋
賀

県
町
村
会
な
ど
を
通
じ
、

町
内
主
要
町
道
の
県
道
昇

格
を
要
望
し
て
い
く
。

③
第
一
段
階
と
し
て
概
略
設

計
を
実
施
し
て
い
る
。
関

係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、

周
辺
状
況
を
把
握
し
、
機

を
見
計
ら
い
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

スポーツ振興と施設の
管理は

問

ボルダリングを町の競技に答

答

①
昨
年
６
月
に
設
置
さ

れ
た
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ウ
ォ

ー
ル
は
、
土
日
を
中
心
に

月
約
9
0
0
人
の
利
用
が

あ
る
。
国
体
お
よ
び
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
る

選
手
が
輩
出
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
。

②
総
合
運
動
公
園
の
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
く
修
繕
計

画
を
作
成
す
る
。

③
床
の
補
修
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
に
計
画
し
て

お
り
、
大
規
模
改
修
に
つ

い
て
は
、
長
寿
命
化
計
画

を
作
成
し
、
取
り
組
む
。

国道８号に出る道の駅竜王かがみの里の側道（③関連）

国体競技に内定したボルダリング
（総合運動公園にて）

古株　克彦 議員
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問

①
国
道
８
号
（
東
近

江
区
間
）
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
で
も
国
や
県

に
対
し
て
、
慢
性
的
な

渋
滞
改
善
に
向
け
た
整

備
や
危
険
な
交
差
点
改

良
の
要
望
が
さ
れ
て
い

る
が
、
現
状
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

②
竜
王
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
道
路
整
備
に

つ
い
て
、
以
前
か
ら
話

の
あ
っ
た
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
化
の

考
え
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

問

平
成
30
年
度
は
４
年

ぶ
り
に
不
交
付
団
体
へ
復

帰
す
る
と
新
聞
報
道
が
あ

っ
た
。
一
見
す
る
と
当
町

の
財
政
が
豊
か
で
あ
る
よ

う
な
錯
覚
を
起
こ
し
が
ち

だ
が
、
こ
の
件
に
関
し
て
、

町
の
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、

今
後
の
財
政
見
込
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答

①
関
係
市
町
と
と
も
に

当
区
間
の
バ
イ
パ
ス
と
拡

幅
を
視
野
に
入
れ
た
道
路

整
備
と
、
主
要
交
差
点
に

お
け
る
交
通
緩
和
対
策
を

国
・
県
に
対
し
て
要
望
し

て
い
く
。

②
一
極
集
中
型
の
交
通
網
整

備
だ
け
で
は
な
く
、
新
た

な
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
に
よ
る
分
散
型
も

有
効
な
手
法
の
一
つ
と
す

る
中
で
、
整
備
時
期
、
工

事
期
間
、
必
要
経
費
を
検

討
し
て
い
く
。

が
た
い
。

今
後
の
財
政
見
込
み
は
、

町
税
の
う
ち
法
人
町
民
税
が
、

当
分
の
間
、
平
成
30
年
度
当

初
予
算
で
見
込
ん
で
い
る
額

で
、
推
移
す
る
と
推
測
し
て

い
る
。

今
後
も
安
定
し
た
財
政
運

営
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問

答

町内における道路等の整備は
地域の発展に向け計画を立てていく

答

普
通
交
付
税
を
不
交

付
と
見
込
む
年
度
は
、
普
通

交
付
税
お
よ
び
臨
時
財
政
対

策
債
の
減
少
相
当
分
を
財
政

調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
で

充
当
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

交
付
と
見
込
む
年
度
よ
り
繰

入
金
を
２
億
円
か
ら
３
億
円

増
額
し
、
予
算
編
成
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
各
種
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
へ
引
き
続
き

財
源
を
集
中
さ
せ
る
必
要
も

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

考
慮
す
る
と
決
し
て
財
政
状

況
が
豊
か
で
あ
る
と
は
言
い

問答

財
政
の
今
後
は

安
定
し
た
財
政
運
営
に
努
め
る

貴多 正幸 議員

渋滞する国道８号（西横関付近）

819

308 308
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513

404

304 305
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954 988
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500

1,000

1,500
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税収が、社会情勢
等に大きく左右さ
れるため、基金と
して積立られる金
額が年度によって
大きく変動
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森島　芳男 議員

問

答

IBMグラウンド跡地のその後の進捗は
早期に住宅整備が進むよう
協議を重ねる

問

平
成
29
年
第
２
回
定

例
会
で
質
問
し
た
時
、「
新

た
な
開
発
事
業
者
に
よ
る

開
発
事
業
を
進
め
る
考
え

を
示
さ
れ
た
。」
と
答
弁

さ
れ
た
が
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
伺
う
。

①
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

②
土
地
所
有
者
と
有
効
活

用
に
つ
い
て
協
議
さ
れ

て
い
る
の
か
。

③
町
と
し
て
独
自
に
解
決

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

問
「
業
務
改
善
加
速
事

業
を
通
じ
て
、
業
務
に
専

念
で
き
る
環
境
を
確
保
す

る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

①
部
活
の
指
導
業
務
が

大
き
な
負
担
と
さ
れ
て

い
る
が
、
教
職
員
の
負

担
を
解
消
す
る
こ
と
で
、

教
職
員
が
担
う
べ
き
業

務
環
境
と
な
る
の
か
。

②
子
ど
も
達
と
向
き
合
う

時
間
を
確
保
す
る
と
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

な
内
容
か
。

③
事
業
を
進
め
ら
れ
て
い

る
が
現
状
と
課
題
は
。

答

①
部
活
動
は
大
き
な
教

育
的
意
義
が
あ
る
。
部
活

動
指
導
員
の
配
置
に
よ
り
、

授
業
な
ど
を
中
心
に
子
ど

も
達
と
向
き
合
う
時
間
が

確
保
で
き
、
部
活
動
全
体

の
質
を
高
め
、
活
性
化
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

問答

教
職
員
の
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
と
は

教
育
の
質
の
向
上
と
職
場
づ
く
り
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
両
立
す
る

②
ど
の
子
に
も
分
か
る
授
業

を
す
る
こ
と
や
、
様
々
な

相
談
に
応
じ
た
り
、
子
ど

も
達
と
の
運
動
や
遊
び
を

通
し
て
、
ふ
れ
あ
い
を
深

め
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

③
「
業
務
改
善
加
速
事
業
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
配
置
に
よ

り
「
児
童
生
徒
の
指
導
に

答

①
本
町
に
三
度
訪
問
さ

れ
、
住
宅
地
と
し
て
の
土

地
利
用
計
画
を
見
直
す
こ

と
に
よ
る
土
地
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
、
種
々
検
討

さ
れ
て
い
る
。

②
企
業
誘
致
推
進
に
お
け
る

住
宅
確
保
対
策
等
の
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

住
宅
地
と
し
て
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。

③
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
中

に
お
い
て
企
業
従
業
員
の

住
宅
は
必
要
と
考
え
て
お

り
、
進
出
企
業
へ
の
情
報

提
供
を
し
て
い
る
。

あ
て
る
時
間
が
増
え
た
」

な
ど
と
答
え
た
教
職
員
が

多
く
、
成
果
が
見
ら
れ
た
。

課
題
は
、
竜
王
の
教
育
の

質
の
向
上
と
、
教
職
員
の

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

を
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
両
立

し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

先生が質問に答えてくれるGAMBA廊下

IBMグラウンド跡地周辺
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問

国
民
健
康
保
険
制
度

は
、
国
民
皆
保
険
制
度
の

基
盤
と
な
る
仕
組
み
で
あ

る
が
、
平
成
30
年
４
月
よ

り
都
道
府
県
単
位
化
と
い

う
方
法
が
と
ら
れ
る
。
そ

こ
で
以
下
の
点
に
つ
い
て

伺
う
。

①
社
会
保
険
制
度
の
保
険

者
と
し
て
の
、
裁
量
権

を
持
っ
て
い
る
の
か
。

②
町
の
国
保
加
入
者
の
所

得
に
対
す
る
保
険
税
負

担
は
い
く
ら
か
。

問

平
成
30
年
４
月
よ
り

戸
別
所
得
補
償
と
生
産
調

整
の
廃
止
が
決
ま
っ
て
い

る
が
、
自
給
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
施

策
を
持
っ
て
い
る
か
。

答

①
町
は
、
被
保
険
者
の

保
険
給
付
・
保
険
税
の
決

定
な
ど
を
担
い
、
保
険
者

の
責
務
に
つ
い
て
は
、
裁

量
権
を
有
す
る
。

②
国
保
税
が
被
保
険
者
の
所

得
に
占
め
る
負
担
割
合
は
、

約
9
．6
％
で
あ
る
。

③
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
で
あ
る
医

療
費
助
成
等
に
係
る
公
費

減
額
措
置
の
廃
止
を
引
き

続
き
国
に
求
め
て
い
く
。

④
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
の

軽
減
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
。

答

農
業
・
農
村
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
な
変
化
に
直

面
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

情
勢
の
中
で
、
担
い
手
へ
の

問答

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
は

保
険
者
の
責
務
に
つ
い
て

裁
量
権
を
も
っ
て
い
る

若井　猛志 議員

竜王農業の展望は問

生産性向上を目指す答

さ
ら
な
る
農
地
の
集
約
化
に

よ
る
効
率
化
を
進
め
て
い
き

た
い
。
加
え
て
、
収
益
性
の

高
い
園
芸
作
物
へ
の
取
組
み

な
ど
、
効
率
的
か
つ
生
産
性

の
高
い
土
地
利
用
型
農
業
の

実
現
に
向
け
努
め
る
。

小
規
模
農
家
を
含
め
た
竜

王
農
業
全
体
の
生
産
性
向
上

に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
竜
王
農
業
の
振
興
を

目
指
し
て
い
く
。

③
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
に
対
す
る
、
国
保

へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

④
国
保
税
の
子
ど
も
に
か

か
る
均
等
割
を
軽
減
で

き
な
い
か
。

国
保
加
入
者

竜
王
町

滋
賀
県

保険税の納付

保険証交付
保険給付

納付金納付

保険給付

４月からの国保制度イメージ

転作中の小麦

田植準備中のほ場
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小西　久次 議員

問

答

子育て支援の拡充により人口増加を
竜王版ネウボラをより一層推進する

問

①
年
間
出
生
数
は
毎

年
60
人
と
減
少
し
て
お

り
、
平
成
28
年
度
出
生

率
は
1
．43
人
で
あ
る
。

一
世
帯
に
お
け
る
子
ど

も
の
数
は
ど
う
か
。

②
子
育
て
支
援
は
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
関
連
事

業
（
竜
王
版
ネ
ウ
ボ

ラ
）
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
が
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

子
ど
も
が
産
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
（
経
済
支

援
等
）
の
た
め
の
新
た

な
施
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

問

平
成
30
年
度
予
算
で

総
合
計
画
策
定
と
農
村
型

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
検
討

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

①
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
」
が
平
成

31
年
度
で
終
了
す
る
が

総
合
計
画
と
の
整
合
は
。

②
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化

の
具
体
的
な
取
組
は
。

③
ア
ク
セ
ス
整
備
検
討
の

予
定
で
あ
る
が
関
係
法

令
等
と
の
取
組
計
画
は
。

答

①
一
世
帯
当
た
り
の
子

ど
も
の
数
は
、
平
成
29
年

度
末
で
1
．91
人
と
５
年

前
よ
り
約
０
．１
人
増
加

し
て
い
る
。

②
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の

無
償
化
、
子
育
て
応
援
軽

自
動
車
購
入
助
成
事
業
、

定
住
促
進
住
宅
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
、
不

妊
治
療
の
保
険
診
療
適
用

外
治
療
費
の
一
部
助
成
等

を
継
続
し
て
い
る
。
竜
王

版
ネ
ウ
ボ
ラ
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、
経
済
支

援
等
他
市
町
の
施
策
を
参

考
に
調
査
研
究
を
行
う
。

し
て
い
る
。

専
門
家
、
学
術
機
関
、

町
民
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
30
年
後
の
ま
ち
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て

い
く
。
実
現
に
向
け
た
具

体
的
方
策
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
明
確
に
す
る
。

併
せ
て
総
合
計
画
と
関

連
付
け
る
必
要
が
あ
る
た

問答

ま
ち
づ
く
り
計
画
と
実
施
計
画
と
の
整
合
性
は

「
計
画
と
戦
略
」
を
体
系
立
て
策
定
す
る

め
調
整
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

③
ア
ク
セ
ス
整
備
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
、
道
路

整
備
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
を
図
り
課
題
整
理
し

て
進
め
る
。

答

①
総
合
計
画
は
平
成
32

年
度
末
で
終
了
す
る
が
、

総
合
戦
略
を
策
定
す
る
場

合
は
、
体
系
立
て
に
よ
り

策
定
す
る
。

②
庁
舎
周
辺
は
公
共
施
設
・

医
療
・
商
業
施
設
が
立
地

し
集
約
さ
れ
て
い
る
。
重

点
施
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
に
お
い
て
、
総
合
計

画
や
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
な
ど
と
、
整
合
を

図
り
、
中
長
期
的
に
検
討

支給される紙おむつ

30年後のグランドデザインの実現に向けて
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岡山　富男 議員

問

答

学校現場での業務改善加速事業とは

学習指導等に集中できる環境を整備する

問

教
育
委
員
会
で
は
文

部
科
学
省
の
委
託
を
受
け
、

教
職
員
の
業
務
を
手
助
け

す
る
業
務
改
善
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
小
学
校
に
週
16
時

間
、
中
学
校
に
週
20
時
間

配
置
さ
れ
、
効
果
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
県
教

育
委
員
会
で
は
、
ス
ク
ー

ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
の
配
置
や
部
活
動
指
導

員
の
配
置
な
ど
を
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
の
考

え
は
。

答

業
務
改
善
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
配
置
の
成
果
を
踏
ま
え
、

平
成
30
年
度
に
国
・
県
で

は
、
補
助
事
業
と
し
て
ス
ク

ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
を
希
望
に
応
じ
て
配
置
す

る
こ
と
と
決
定
さ
れ
、
当
町

も
対
応
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

『
部
活
動
指
導
員
』を
配
置
し
、

指
導
体
制
の
充
実
を
図
る
計

画
も
し
て
い
る
。
教
職
員
が

自
ら
の
職
務
に
誇
り
や
情
熱

を
持
ち
続
け
、
学
習
指
導
な

ど
に
集
中
し
、
健
康
で
い
き

い
き
と
勤
務
で
き
る
環
境
整

備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

掲示作業を手伝うアシスタント

追跡
!!

問
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
町
内
に
点
在
す
る

町
有
地
、
特
に
須
恵
地
先
の
町
有
地
を
活
用
し
て
集
合
住
宅

を
計
画
し
て
は
ど
う
か
。

答
須
恵
地
先
の
町
有
地
に
つ
い
て
は
、
活
用
が
可
能
な
資
源

と
し
て
土
地
の
有
効
活
用
を
図
る
。
町
内
企
業
へ
の
支
援
と
定

住
対
策
を
合
わ
せ
、
対
応
し
て
い
く
。

◎
そ
の
後

定
住
促
進
に
向
け

た
住
宅
開
発
を
目
的

と
し
、
共
同
住
宅
・

寄
宿
舎
等
の
条
件
付

き
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
り
売
却
先

を
選
定
し
、
３
月
14

日
に
町
内
企
業
に
売

却
す
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

須
恵
地
先
の
町
有
地
に
集
合
住
宅
を

（
平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
一
般
質
問
よ
り
）

議
員
の
質
問
に
、
町
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

か
を
追
跡
・
検
証
し
て
み
ま
し
た
。
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王
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会会
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委員会報告

定例会報告

シリーズ

一般質問

一部事務組合

追　跡

はばたけ竜王っ子!! 関連記事P20

西横関在住
谷口　  清
たに  ぐち                 きよし

さん

　私は、終戦間もない農家に生まれ、両親の苦労の中
で育てられました。田畑も少なく、自分の生きる道は
別に求めていく必要があると思い、繊維会社に勤務し
ました。
　その後、農家の仕事と両立しながら機会があれば起

業したいと思っていました。ある時、近江八幡市にあ
る会社で金型の仕事をする機会があり、事業を始める
ことを一大決心しました。
　事業を始めるには資金が必要で、親戚等の応援もあ
り幸いに銀行の融資を受けることができました。ま
た、作業場所、工作機械、トラックなどを一度に準備
する必要があり、大阪に何度も出かけ調達することが
できました。
　始めた頃、妻は慣れない仕事を家事と子育ての両方
をしながら一緒に夜遅くまで作業をし、時には徹夜の
作業もありました。おかげさまで約20年間何とか続け
られましたが、この間に、得意先の方針が変わり、受
注していた仕事が無くなったこともありました。60歳
も過ぎ、仕事を辞めることもできず思案をしていた
時、息子が「一緒にやる」と言ってくれ、再度二人三
脚で出直すことになりました。
　今日まで私の人生は、家族をはじめ多くの方々に支
えられたものでありました。これからも、お世話にな
った方々に感謝し、少しでも何かのお役に立てるよう
に頑張っていきたいと思います。

部品加工33年

　

五
月
晴
れ
の
空
に
鯉
の
ぼ
り
が

悠
々
と
舞
い
、
町
内
各
地
区
で
は

豊
年
祈
願
の
太
鼓
や
鐘
の
音
が
聞

こ
え
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
就
職
・

転
勤
・
転
職
・
退
職
さ
れ
た
方
々

が
新
生
活
に
慣
れ
「
さ
ぁ
、
今
年

度
も
頑
張
ろ
う
！
」
と
決
意
を
新

た
に
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

議
会
も
、
町
行
政
の
施
策
が
住

民
に
見
え
る
も
の
と
な
り
「
ま
ち

が
良
く
な
っ
た
な
ぁ
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ

う
６
月
定
例

会
で
も
慎
重

審
議
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

内
山　

英
作

副
委
員
長　

古
株　

克
彦

委
員　

　

菱
田　

三
男

委
員　

　

若
井　

猛
志

委
員　

　

貴
多　

正
幸

委
員　

　

小
森　

重
剛

　

春
爛
漫
の
４
月
９
日
、
竜
王
小

学
校
に
67
名
、
竜
王
西
小
学
校
に

46
名
の
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
入

学
し
ま
し
た
。
緊
張
や
不
安
も
日

に
日
に
ほ
ぐ
れ
、
お
友
だ
ち
と
毎

日
元
気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

６
年
間
の
学
校
生
活
を
通
し
て
、

確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
、
健
や

か
な
体
を
し
っ
か
り
と
育
ん
で
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
、
竜
王
町

の
未
来
を
拓
く
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
人
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
い
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
子
育
て
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

表 紙

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

マシニングによる部品加工
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